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ロナルド・ブラウティハム FORTEPIANO

　ライオンのたてがみを思わせる迫力ある銀髪をなびかせ、

さっそうと舞台に登場するや、間髪入れずに鮮やかに作品

世界を現出させるフォルテピアノの名手、ブラウティハム。

2004年にトッパンホールに初出演し、一夜にしてフォルテ

ピアノとモダン（Steinway）で古典派とロマン派を弾き分

けて以来、ブラウティハムには、鍵盤楽器演奏に新たな光

を当てるための企画を機会あるごとに提案してきた。そして

2017年2月にはモーツァルトとベートーヴェン、2019年

5月にはハイドンとベートーヴェンのリサイタルを開催。

実演の機会も稀だったフォルテピアノで《テンペスト》や

《ワルトシュタイン》を演奏し、曲の新たな可能性や魅力

を披歴した。とりわけ、19年にはハイドンとベートーヴェン

の変ホ長調とハ長調のソナタを対比させ、過小評価されがち

なハイドンのピアノ曲に秘められた魅力に新たな光を照射

して、大きな驚きと感動を呼び起こした。椅子に座るや否や

瞬く間もなく、大柄な体躯を駆使して作品に斬り込む姿は、

豪快そのもの。しかし同時に、指先から溢れ出る濃やかに

彫琢された音楽は、ときに哀切に、ときに情感豊かに、繊細

極まりない世界へと聴き手を誘
いざな
うのだ。

　今回のコンサートは、2021年11月から1年延期して実施

される運びとなったもの。ブラウティハムは当初の予定通り、

ベートーヴェンの卓越した変奏曲とフーガの技法を味わえる

《エロイカ変奏曲》、およびピアノ・ソナタ史上の大金字塔

ともいうべき《熱情》、そしてシューベルトの最後のソナタ

D960をプログラミングした。ベートーヴェンとシューベ

ルト、それぞれの頂点に位置する2つのソナタが1つの

コンサートで並ぶプログラム自体、耳にする機会はまず

ない。それが2台の異なるフォルテピアノで、しかも超一流

の名手によって弾き分けられるというのは、日本ではおそ

らく初めてだろう。演奏するアーティストにとってはまさに

「挑戦」ともいうべき難しさであり、聴き手にとっては

かぎりなく贅沢な「贈り物」といえよう。長年培ってきた、

アーティストとホールとの強い絆の中で実現した貴重な

機会を、どうぞお聴き逃しなく。


